
⽇本【モニタリング＋メカニズム解析＋評価⼿法開発】
既出影響の検出・原因特定【データ収集・分析】
②全国影響予測【汎⽤的なモデル開発・分析】

②適応策評価【シナリオ分析】

アジア
⽇本で開発したモデル・

⼿法の展開
国
際
協
⼒

アジア適応研究

既
存
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
␗
タ

社
会
経
済
シ
ナ
リ
オ

気候シナリオ
(IPCC DDC, 国内開発シナリオ)

関係府省庁・研究
機関との情報共有

総合的な脆弱性評価手法開発

国内開発シナリオ
世界シナリオ(例：SSP)

環境研究総合推進費
⾰新的な研究

【地域の詳細な影響評価と適応戦略】
【複合影響評価】【省庁の壁を越えた総合評価】
【アジア・太平洋展開】【適応と緩和の統合】

気候リスク情報等
の収集と体系的
な整理・提供

⾏動⽀援
地⽅適応

コンソーシアムの
指導・⽀援

⼈材育成

気候変動適応情報
プラットフォーム

地域適応
コンソｰシアム

情報集約・提供

汎⽤的・総合的
⼿法の提供

指導・⽀援

カスタマイズを通じた
理論・⼿法の検証
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国環研 気候変動適応研究適応センター（案）
の取組み検討案



コメ収量（品質重視）予測

全国・都道府県情報
都道府県別の気候と気候変動による影響の予測

「環境省環境研究総合推進費S-8温暖化影響評価・適応政
策に関する総合的研究」における研究成果に基づくデータ
等

「環境省環境研究総合推進費S-8温暖化影響評価・適応政
策に関する総合的研究」における研究成果に基づくデータ
等
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気候変動適応情報プラットフォーム

複数の地図データを並べることで
地域 における気候変動の影響予測結果
を多⾓的に分析することが可能です
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○ 環境省は、気候リスクの情報基盤を国際展開。2020年までにアジア太平洋適応情報プラットフォ
ーム（AP‐PLAT）を構築する。

○ AP‐PLATの気候リスク情報を活用して、「自然災害に対するインフラ技術」「GIS技術を活用した営

農支援技術」等（適応ビジネス）のアジア太平洋地域への海外展開を促進。加えて、アジア太平
洋地域において、我が国の民間事業者の気候リスクへの的確な対応や投資の拡大を側面支援。

インドネシアの米の収量予測 フィリピンの洪水の将来予測

国内の気候リスクの情報基盤 途上国における気候リスク情報

アジア太平洋地域
の途上国

アジア太平洋適応情報
プラットフォーム（AP-PLAT）

適応ビジネスの例
・ 気象観測・早期警戒システム
・ 自然災害に対するインフラ技術
・ GIS技術を活用した営農支援技術
・ 快適性に優れた住宅技術
・ 気象災害に対応した保険商品

気候リスク情報を活用して適応ビジネスを展開

タイの大洪水（2011年10‐11月）
出典：平成23年度国土交通白書

アジア太平洋適応情報プラットフォーム（AP-PLAT）



研究機関
連携

（インドネシ
アの例）
ボゴール
農大

バンドン
工科大

環境林業
省

研究庁
FOERDIA

自治体政府
ボゴール市
ジャカルタ市

カーボンフラックス
観測ポイント

大気汚染測定ポイント

生態系観測
ポイント

ｴﾈﾙｷﾞｰ交通
行動観測
ネットワーク

統合モニタリングサイトのアジア連携研究展開の検討案

インドネシア

政府
BAPNES

環境林業省

気象庁

NIES
気候変
動

コアサイト
総合観測運

営

国際連携
解析

政策設計
出力

Co‐Planning

観測・解析
人材育成

時空間排出イン
ベントリの算定

GOSAT Dataの検証

ジャカルタ圏域
のサテライトサイ

ト

ジャカルタ圏域
のサテライトサイ

ト

ジャカルタ圏域
のサテライトサイ

ト
人材育成

観測地域以外での
GOSAT Dataによる気候

変動影響の同定と適応
政策の設計
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国環研の研究例；ICTを活用する社会モニタリングの開発

資源循環センター

需要・発電

ｴﾈﾙｷﾞｰ

high value

substitutive

Operation 
information

都市街区・大学キャンパスでの
低炭素モニタリングシステム

産業地区のCO2モニタリング
システム

Urban 
Waste

ｽﾏｰﾄ産業コンプレックス

Local 
symbiosis

民生系の
炭素ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

地域エネルギーシステム

環境省委託事業として、インドネシア環境省、バンドン工科大学、ボゴール農業大学と連携
しての環境都市モニタリングシステムの開発（2014年度～2019年度）

統合的なCO2排出情報
ネットワークシステム

Power plant

Steel 

Textile

Chemical 

気象情報

発電量予測

By‐product 
informatio
nEnergy demand 

response

再生エネ
ルギー

地区・都市
環境マネジメ
ントセンター

ボゴール農業大
学との連携研究

インドネシア
環境林業省との連携

バンドン工科大学
との連携研究



Time series inventory

 地理情報やアンケート結果から、潜在セクターを推
定し、モニタリング結果を空間に紐づけ

 ベイジアンネットによる確率モデルを開発
 地理情報からエネルギー消費を変動含め、推計

Model development for Bogor City

 平均･日変動･期間変動をモデル化
 DRや買い替え効果をモデル化し、検証

Expansion to Jabotabek region
 開発したモデルに必

要な統計等データを
ジャポダベックで収
集

 得られたデータに開
発した確率モデル適
用し、ジャポダベッ
ク地域全体へ展開

地域
推計

 紐づけするデータは平均、日変化、期間
変化とし、組み合わせることで、地域の
エネルギ―消費を時間単位で可視化

 CO2排出ポテンシャルマップを作成

 対策の効果は時系列分析でインベントリ
化

 対策の実施率を行動モデルとして確率モ
デル化

 エネルギー種ごとに排出のポイントをモ
デル化、GOSAT・サテライトサイトの結
果と比較し、補完・原因推定

対策
効果

Temporal‐spatial model

ボゴール周辺
人口：◇◇
住居：◇◇

タンゲラン
人口：△△
住居：△△

ジャカルタ
人口：××
住居：××

ブカシ
人口：○○
住居：○○

広域化

空間展開

時間
(every hour)

排
出

量
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From time series analysis to areal modeling



社会・環境の変動転換の効果検証研究

地域将来
診断

長期目標設定

(Planning)
社会活動分布
環境資源

探索的代替的パスウェイ

将来土地利
用シナリオ
(Designing)
技術・政策

適地ｱｾｽﾒﾝﾄ
地域ｴﾈﾙｷﾞｰ/交通/産業

転換/建設ｽﾄｯｸ

環境成長拠点
事業の計画

（Show Casing）
環境政策・制度

拠点環境事業の実現
産官学連携コンソーシアムの

調整支援

7

将来エネルギー
技術シナリオ

技術・政策群の
将来適地選定

先導的な環境社会
イノベーション事業

リアルタイムの効果
モニタリングと分析

社会
モニタリング
(Mentoring)

ＩＣＴを活用する
参加型のモニタリング

モデルの検証
計測データの水平展開



Interactive Eco‐policy Planning System in Asia                      
Fukushima Shinchi

Township National Institute for Env. Studies

Simulation for 
recovery roadmap
復興まちづくりの
シミュレーション

Simulation for 
recovery roadmap
復興まちづくりの
シミュレーション

Planning for 
Sustainable Future
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Energy Assist

Community 
Information Assist

Life Assist

Community Assist Tablet Network

Local
Needs
Local
Needs

Regional
Environment
Information

Regional
Environment
Information

Urban Spatial
Analysis
Local 

environment 
diagnosis

Integrated 
Modelling

Future scenario
assessment

Tech. and policy 
inventory

-low carbon tech
-circulation tech
-industrial symbiosis
-policy / regulation
-land use control


